







































































があるのと巻四（七二五）の坂上郎女の作の題詞の注に「在春日里作」 とあるのを見合はせると、 大伴家の佐保の本宅 （四六〇）
　　
の他に春日に郎女の宅があつたと見た方がよささうである。










































































































































































































































        
        
         
開化天皇陵の位置は近鉄奈良駅とＪＲ奈良駅のほぼ中間、春日の

























て継承される藤原不比等邸（左京二条二坊九 ・十 ・十五 ・十六坪）の南に接するところである。佐保川の流路が往時から現在まで変更されていないはずはないが、麻呂 が流域の西北に所在することは認めてよいだろう。坂上里に居住する郎女 もとに妻問うには、だから、佐保川を越えてくる と な これによって贈答歌の表 と現実の居住地域とが矛盾なく結び付く。
天平勝宝八歳「東大寺山堺四至図」には転害門を「佐保路門」と




































































「又大伴坂上郎女歌」の題で付加される一首にも佐保川は詠まれて、その執着は異様な印象をすら与える。すなわち、五二五歌には麻呂の乗る黒馬が佐保川の小石を踏み渡って一年中こちらに通ってほしいという願望が託され、五二六歌は千鳥の鳴く 川の瀬 立つ小波のように恋心のやむ間が いと訴えて、五二八歌では佐保川の広い瀬に内橋を渡して麻呂の通いを期待するとうたう。五二九歌はそれまでの一連 は時を異にするのだろうが、春になったらそこに立ち隠れるのだから佐保川 岸の高所の草を刈 な、となにやら意味深長なことを告げている。
万葉集中に佐保川をうたう例は十七首（ 「佐保の川」 「佐保の川門」































































結句の「汝」は、 女の男に対する言葉としては異例。これは、 「汝が来と思へば」に「長くと思へば」 （二人の仲が長く続いてほしいと思うものだから）の意をかけながら、なかなかそうはかないでしょうけどと、からかいをこめたものである。
典拠としての巻十三古歌にせよ七夕歌にせよ、麻呂から持ち出した趣向に対して郎女が転換的に、また執拗にそれを引き受けているところには、た かに皮肉や揶揄 も解せる意図的な屈折があるのだろう。麻呂の恋情の訴えに耳を傾けることなく一方的に自身 「待つ」姿勢ばかりを語り続ける点も同じく屈折と受け止められる。
女性から男性に対して「汝」の語を選択する異例は江富範子氏が
的確に指摘している。











































































































































とあって、前者は「妹が家」まで遠い距離を高速で疾走する馬、後者は馬寮に飼育される官馬が想定されるのでどれも平凡な馬ではなく、川ならばいくつもの瀬をたやすく越えてゆけるほどの屈強 駿馬であると知られる。かような に日常生活空間内で騎乗しているというのは、ひとつは乗り手 社会的地位の高さを暗示するであろうし、いまひとつは、佐保川を渡ることの困難さを強調することにもなろう。たかが妻問いごときにたいそうな川渡りであ 。
七夕歌を踏まえたことで、当該贈答歌群は佐保川を天の川に擬え
















































































































































































































むしろ坂上郎女の「佐保川の小石踏み渡り」 （五二五） 、 「千鳥鳴く佐保の川瀬の」 （五二六） 、 「千鳥鳴く佐保の河門の」 （五二八）の用語や歌境を借り来って作った興味優先の作ではなかろうか。











ることは確実であり、宴に招いた上司・佐為王は佐保の外に住まう人だったのだろう。詠作者当人は上司の予想外に早い罷宴を心から残念に思っているのだろうが、佐為王の耳にはこの歌 自慢 し聞こえまい。 「未及日斜」の時刻に退出し 心中をわたくし 邪推するなら、主人のことば 端々に感じられる佐保への偏愛 辟易したのではなかったか。
催される宴の頻度が佐保川への観察を濃やかにし、称賛の詠歌を























　（８ ・ 一四三三〈前掲〉 ）












「打橋」といい「岸のつかさの柴」といい、おそらく現地にありもしない情景を麻呂に提示して見せるのだったが、実際に彼女の目に映る佐保川は、いつも変わらぬ穏やかな流れ、長らく慣れ親しんだ安らぎを覚える水辺、いわばあたりまえの風景でしかなかっただろう。そんな身近な川を渡り毎夕黒馬が訪れる非現実の光景を思い描いて、郎女はおもしろくてしかたなかったにちがいない。六麓荘からやっ きた黒塗りのロールスロイスが、我 家の前ですっと停まったら、それはそれは痛快であるよう 。





























あるにも注意される。岩波新大系『続日本紀三 補注に「平城京 左京四条二坊の東半（九―十六坪）に推定されてい とある。
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11  注５川口氏著、 「 「佐保の宅」と「西の宅」 」 。
佐保川
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平成二十八年度美夫君志会十二月例会「万葉への招待」 （於 ・ 中京大学）で講話した内容を原稿にしたものです。
（かげやま・ひさゆき
　
本学教授）
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